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学的 に 検 べ る 雖 生 殖 巣 は 原白勺娵 態 鴫 の が 多 く， 鵬 の 促進 1・ よ つ て 雌 灘 化 さ 減 もの で 髄 い ． む
し 鱒 の 撫 蝋 が 保撚 破 層 の 発達 阻駄 よ つ て ひ きお こ さ れ た 齔 と 判断 され る．こ の 結髄 先 に 報
告 した ICSH ・ ACTH 処 理 噺 見 と上匕べ る と 明 ・・姓 殖巣 分 化 の 状態 ・・ 差 が み 6ti、 る。 と 〈t， 、

， 讐 殖
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る 朧 下 貅 前葉 が 生 殖巣 の 形態 分化 に 要素的 な働き を も ち ， 生 殖巣 嘛 彡鰤 ｝化 に 伽 テ 。 ．t　 F
’．9， ．iの 二

つ の 内 分渡孫 の 共同作用 が 示唆 さ tLる 。
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